３　大正７年の水害
大正期後半の水害　　　大正の後半期には７年７月および９月、１０年９月、１２年９月　１４年９月とたびたび水災がおこったが、なかでも、とくに被害が大きかったのは、７年９月の水害であった。
この年９月１３日、朝から大雨が降りだし、正午ごろから暴風雨となり、１５日まで続いたため、（このときの総雨量は境測候所の記録によると３２０.９ミリであった。）県下各地で堤防が決壊しついに水害となり、大きな被害が出た。

大正７年９月の水　　　天神川筋をはじめ、花見・東郷松崎・舎人方面の河川からの異常出水により、東郷湖はたちま
害状況　　　　　　　ち増水し、地盤の低い浅津村は、１４日午前９時ごろには、浸水家屋も出はじめ、午後１時ごろになると、増水はますますはげしくなって、東郷湖の水嵩は、１時間に７・８寸以上も増えていき、午後６時ごろには、ついに浅津村全戸が床上浸水するにいたった。暴風雨はなおも猛威をふるい、午後１０時ごろには同村小学校校庭約４尺の高さまで浸水した。浸水はこれを頂点としてようやく峠を越え、翌１５日午前１時ごろになると、校庭の水嵩は２寸まで減水した。豪雨の中を村民が必死に湖尻の凌渫にあたったため、午後７時ごろには役場前郡道上５６寸まで減水した。１６日には風雨もやみ、午後７時ごろ、ようやく全村家屋は水渦からのがれることができた。
浅津村役場の災害　　　浅津村役場が郡長に報告した災害調査書によると、同村被害者は２９２戸、１,８５７人で、そ
報告記録　　　　　　のうち、とくに浚水ひどく食料、家財を流失して、悲惨をきわめるもの３３戸、８６人もあった。

さいわい耕地の流失、埋没は少なかったが、浸水反別田１７２町３反で、稲は平年作の３割５分減と見積られた。ことに、当時秋蚕の飼育中であったので、浸水により蚕児の８割までを失い、桑園の被害も多く、また、ほとんどの農家が稲架木を流失した。

村当局は罹災者を救助するため、１５日間焚出しをおこなう一方、郡役所に罹災民食糧給与方を稟請するとともに、「罹災救助資金補助申請」をおこなった。

天災事変による罹　　　町村では、天災事変等による罹災者を救助するため、資金を積立ておくことになっており、そ

災者救助資金　　　　の資金は県税補助（罹災救助基金補助）村税（一般会計より繰入金）および財産収入（資金より生ずる収入）でまかなわれていた。上救助基金の補助を受けようとする市町村は、「市町村罹災救助資金条例」を設定しなければならないことになっており、浅津村においては、すでに大正５年９月１２日許可（同年１０月１日施行）を得て「浅津村罹災救助資金条例」を設定していた。大
罹災者への貸付金　　正９年８月に県が定めた復旧資金給付規程によると、復旧に要する資金は、国庫から無利息で借
制度と運用　　　　　入れ、罹災者に貸付け、その償還期限は、大正９年度より向う６か年据置き、後１３か年度において無利息償還するというものであったが、本資金の借入をうけようとするものは、有価証券若しくはその他相当の担保を提供しなければならないとあって、実際には極貧者を救助することにはならず、当時の貸付一覧表をみると、護岸復旧資金貸付として、山下亀蔵が１１２円、住宅復旧資金貸付として、本多重治が３００円の融資をうけている。
県の水害復旧費　　　　県においても１,３８９万円の水害復旧対策追加予算が組まれたが、そのうち、個人の土地その他の復旧に対する貸付額は、４５０万円も計上されていた。その他、水利復旧事業にも融資され、これによって、大塚地内４ケ村堰EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えんたい),堰埭)修繕工事がおこなわれている

翌８年３月、東伯郡役所は水害地の町村に対し、個人の水災復旧費資金貸付に関する調査を行なったが、このとき、浅津村役場の報告によると、復旧を要する戸数は２８１戸、家族員数１,９１２人で、その内訳は次の通りであった。
大正７年水害によ
る復旧を要する浅
津村の戸数
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自費で復旧できる　　　で、復旧を要する戸数のうち、国税を納めない貧困者は４８.４％もあり、その復旧費は総額

戸数僅少　　　　　　の３５.８％にあたり、自己負担で復旧することは容易ではなかった。
